
旅行したり、これから訪問する場所を確認したり、私たちの暮らしのさまざまな場面で活用
されている地図。みなさんは、その地図がどのように作られているかご存知ですか？
今回の特集は、変ぼうする日本列島を常に捉え、数多くある地図の最も基本となる地図を
作製している国土地理院を大特集！　変ぼうする国土の管理や地図作りを支える最新の測
量技術など、普段はなかなか見ることができない現場をご紹介いたします

変ぼうする国土の管理と
地図を作る現場

地図と測量の
技術大紹介！

「地図と測量の科学館」にある、赤青メガネ
で見ると、海域を含めた地形が立体視でき
る縮尺10万分1の日本地図（→11ページ）

特  集
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国
土
の
形
を
正
確
に
捉
え
、

暮
ら
し
や
産
業
に
役
立
て
る

地
図
を
通
じ
て
社
会
に
貢こ
う
け
ん献
。

時
代
と
と
も
に
役
割
も
変
化

私
た
ち
の
社
会
生
活
を
支
え
る
最
も
基

礎
的
な
情
報
と
な
る“
地
図
”。国
土
地
理
院

は
そ
の
基
礎
と
な
る
基
本
測
量
を
行
い
、
わ

が
国
の
基
本
図
と
な
る
地
図
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
測
量
の
基
礎
と
な

る
位
置
情
報（
経
度
緯
度
、高
さ
）を
与
え
る

国
家
基
準
点
体
系
を
整
備
・
維
持
管
理
も
し

て
い
ま
す
。

本
院
を
筑
波
研
究
学
園
都
市（
茨
城
県

つ
く
ば
市
）に
置

き
、北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
の
10

カ
所
に
地
方
測

量
部
や
支
所
が

あ
り
ま
す
。歴
史

は
、
明
治
２
年
に

民み
ん
ぶ
か
ん

部
官
に
設
置

さ
れ
た
庶
務
司

戸
籍
地
図
掛
を

起
源
と
し
、当
時

は
富ふ
こ
く国
強き
ょ
う
へ
い兵
策
の
た
め
の
地
図
作
製
を
第

一
の
目
的
に
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

太
平
洋
戦
争
後
に
は
国
土
復
興
の
た
め
、高

度
成
長
期
に
は
国
土
開
発
の
た
め
と
、時
代

と
と
も
に
そ
の
役
割
を
変
化
さ
せ
な
が
ら

も
、
国
民
生
活
や
産
業
に
深
く
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

防
災
や
産
業
、国
民
生
活
の
た
め

地
理
空
間
情
報
の
活
用
を
促
進

現
在
は
、
国
土
の
基
準
点
整
備
・
維
持
管

理
や
基
本
図
と
な
る
地
図
の
作
製
な
ど
の
業

務
に
加
え
、
平
成
19
年
に
制
定
さ
れ
た「
地

理
空
間
情
報
活
用
推
進
基
本
法
」に
基
づ
く

「
地
理
空
間
情
報
の
活
用
推
進
」が
新
た
な

重
要
業
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
理
空
間
情

報
と
は
位
置（
住
所
あ
る
い
は
経
度
緯
度
、高

さ
）情
報
ま
た
は
、位
置
情
報
と
そ
こ
に
関
連

す
る
情
報
の
こ
と
で
、
一
説
に
は
行
政
が
提

供
す
る
情
報
の
約
8
割
が
該
当
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
26
年
４
月
に
策
定
さ
れ
た

「
基
本
測
量
に
関
す
る
長
期
計
画
」で
は「
防

災
分
野
を
足
が
か
り
と
し
た
地
理
空
間
情

報
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の
活
用
推
進
」と「
新
産

業
の
創
生
や
国
民
の
利
便
性
向
上
を
意
図

し
た
情
報
流
通
・
活
用
の
促
進
」を
重
要
戦

略
と
し
て
提
示
。
迅じ
ん
そ
く速

な
基
本
図
の
更
新
・

提
供
や
緊
急
避
難
所
記
号
の
整
備
な
ど「
地

理
空
間
情
報
の
整
備
提
供
」を
進
め
、
さ
ら

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
地
理
空
間

情
報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
地
理
空
間
情

報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

産
学
官
で
の
共
同
研
究
や

世
界
各
国
と
の
技
術
連
携
も

地
理
空
間
情
報
の
活
用
に
お
い
て
は
、
地

図
デ
ー
タ
の「
電
子
化
」が
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
最
新
技
術
を
駆

使
し
、
活
用
に
関
す
る
知
見
や
ア
イ
デ
ア
を

共
有
・
実
用
化
す
べ
く
、
産
学
官
連
携
に
よ

る
技
術
開
発
や
研
究
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
震
発
生
時
に
、
保
有

す
る
地
形
情
報
と
気
象
庁
の
震
度
分
布
図

か
ら
、
各
地
域
の
地
盤
被
害
を
予
測
す
る
シ

ス
テ
ム
も
そ
の
一
つ
。
ま
た
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
誰
で
も
多
種
多
様
な
位
置
情
報

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

場
所
情
報
コ
ー
ド
を
用
い
た
屋
内
外
の
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
業
界
で
国
際
連
携
が
進
む
な

か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
も
重
要
な
課
題
の
一

つ
。
平
成
14
年
に
測
量
基
準
を
世
界
測
地

系
に
移
行
、
地
球
地
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
、
地
球
規
模
の
地
理
空
間
情
報
管
理
に
関

す
る
国
連
専
門
家
委
員
会（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
ー
Ｇ
Ｇ

Ｉ
Ｍ
）、国
際
Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
事
業（
Ｉ
Ｖ
Ｓ
）や
国

際
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
事
業（
Ｉ
Ｇ
Ｓ
）へ
の
参
画
、
国

際
会
議
へ
の
参
加
、
開
発
途
上
国
へ
の
技
術

協
力
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
国

際
連
携
・
協
働
を
行
っ
て
い
ま
す
。

併設する「地図と測量の科学館」内に展示された明治10年
代の東京中心部（皇居、日比谷、霞が関付近）

変ぼうする国土の管理と地図を作る現場

地図と測量の技術大紹介！

特 集

国土地理院ホームページ　http://www.gsi.go.jp/
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江戸時代に伊能忠敬が作った地図を始め、昭和初期ま
での地図は実際に現地を歩いて測量していました。それを
大きく変えたのが、第二次世界大戦前後に登場した空中
写真です。戦後は、空中写真から地図を作製する技術が
確立し、以降、地図作製の主流となりました。

空中写真測量では、地表で目印となる「対空標識」をあら
かじめ地図作製区域内にまんべんなく設置しておいて、飛
行機に積んだ専用のカメラから地表を垂直下向きに撮

さつえい
影し

ます。そこから、道路や鉄道、建物などをひとつ一つ描き起

こして、基となる図を作ります。当時はすべて手描きで、1
枚の地図を作るのに何ヵ月もかかる気の遠くなるような作
業でした。地図には地名や施設名も書かれていますが、こ
れらは現地調査で得た正確な名称を記載しています。

こうして作製された「2万5千分1地形図」は、約4400
面で日本全土をカバーして
おり、長い間わが国の基本
図として使われてきました。

現在では地図作製もデジタル化され、正確さだけでなく
効率よく更新できるようになりました。例えば、新しい道
路が開通する場合、事前に道路管理者から工事図面を提
供してもらい、道路の正確な形状を地図に反映。これで、
供用開始日には新しい道路が地図に描かれます。宅地開
発など個別の図面を入手することが困難な場合は、空中
写真から一軒一軒建物を描き起こして地図に反映させま
す。空中写真測量は、今も重要な技術なのです。

また、ひとたび災害が起きると、現地の空中写真を素早
く撮影。空中写真は、被害個所の特定や被害状況の把

は あ く
握

に役立つだけでなく、被災地の復興計画図を作製するこ
とにも使われます。実際に、東日本大震災の被災地では、
2千5百分１の「災害復興計画基図」を作製。まちづくり計
画や津波対策、移転先適地の選定、新たな都市計画など、
さまざまな場面で利用されています。

これまで詳細な測量が難しかった湖
こしょう

沼は、マルチビーム
測
そくしん

深システムを活用した深
しんせん

浅測量により詳細に地形計測
します。また、人工衛星画像
を用いて地図を更新するなど、
さまざまな最新技術について
の研究成果を用いて、迅速か
つ正確な地図作りに取り組ん
でいます。

地図に描き加える記号のテンプレートやスケール表などを用いながらすべて手描きだった頃の地図
作り

デジタル立体図化機。専用眼
鏡をかけると写真が立体に見
え、地形に沿いながら描き起こ
していく。ただし操作方法は以
前のものと変わらずハンドルで
操作する

西湖の高精度水深データ

東日本大震災の被災地を中心に作製さ
れた2500分1の地図。2500分1の地
図は地方公共団体と協力して作製。5月
に写真撮影し、9月には完成させた。延
べ700人が作製に関わった。写真は釜
石市内地図

道路の工事計画図面から直接
地図に描き入れる。国道の地
図化は地理院地図が一番早い
そうだ

地図を描くのに以前実際に使
われていた立体図化機。現在
は「地図と測量の科学館」内に
展示されている

正確な地図の背後には、高い技術力が隠れていた！

どのように地図が作られているのか、実際に地図を作製している現場へご案内！

以前の作り方

現在の作り方

地図作製のカギとなるのは空中写真。足で稼ぐ現地調査も重要

地図の正確さは命綱。そのうえで、迅速な更新を実現

（昭和56年頃）

地 図 が で き る ま で


